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(57)【要約】
【課題】小物の出し入れを後側から楽に行える小物入れ
を提供する。
【解決手段】シートバック２の背裏部２Ａに、後側が壁
部１１で覆われ上方側に開口１０Ａを持つ形の小物入れ
１０が設けられたシート１である。小物入れ１０の後側
の壁部１１に、後ろ斜め上方向きに貫通してペットボト
ルＰ等の小物を差し込むことのできる差込口１５が形成
されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シートバックの背裏部に、後側が壁部で覆われて周囲に開口を持つ形の小物入れが設け
られた乗物用シートであって、
　前記小物入れの後側の壁部に、後ろ斜め上方向きに貫通して小物を差し込むことのでき
る差込口が形成されている乗物用シート。
【請求項２】
　請求項１に記載の乗物用シートであって、
　前記小物入れが、前記差込口に差し込まれた小物を該差込口の底面にて下側からあてが
えて支える構成となっている乗物用シート。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載の乗物用シートであって、
　前記小物入れの前側の壁部に、前記差込口に差し込まれた小物の先端を受け入れる窪み
が形成されている乗物用シート。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれかに記載の乗物用シートであって、
　前記小物入れの後側の壁部に、前記差込口に差し込まれた小物の外部に露出する部位に
掛けられて該部位に前記小物入れの後側の壁部に引き寄せる方向の弾性的な拘束力を付与
する弾性バンドが設けられている乗物用シート。
                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、乗物用シートに関する。詳しくは、シートバックの背裏部に、後側が壁部で
覆われて周囲に開口を持つ形の小物入れが設けられた乗物用シートに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、乗物用シートにおいて、シートバックの背裏部に、ペットボトルや雑誌などの小
物を収納可能な凹部が設けられた構成が知られている（特許文献１）。この乗物用シート
では、凹部の開口にゴムバンドが張られており、凹部内に収納した小物をゴムバンドで押
さえて固定するようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－１２６２０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記従来技術では、小物が凹部から脱落しやすくなるため、例えば、樹脂のインジェク
ション成形などによって、凹部を上方側に開口させた形にして周囲を壁部で覆ったポケッ
ト型の収納構造とすることが考えられる。しかし、このようなポケット型の収納構造とす
ると、凹部に小物を入れるために凹部の上方側まで手を伸ばさなければならず、使用性が
悪い。本発明は、上記問題を解決するものとして創案されたものであって、本発明が解決
しようとする課題は、小物の出し入れを後側から楽に行える小物入れを提供することにあ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するために、本発明の乗物用シートは次の手段をとる。
【０００６】
　第１の発明は、シートバックの背裏部に、後側が壁部で覆われて周囲に開口を持つ形の
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小物入れが設けられた乗物用シートである。小物入れの後側の壁部に、後ろ斜め上方向き
に貫通して小物を差し込むことのできる差込口が形成されている。
【０００７】
　この第１の発明によれば、小物入れの後側の壁部に差込口が後ろ斜め上方向きに貫通し
た形に形成されることで、この差込口を利用して、小物を後側から斜めに楽に差し込んだ
り引き出したりすることが可能となる。上記差込口は、小物入れの後側の壁部に形成され
ることから、その口径を広げても、小物入れを大型化させることがない。したがって、こ
の差込口を用いることで、小物入れを大型化することなく、ペットボトル等の直径の嵩張
る小物を差し込めるようにすることができる。
【０００８】
　第２の発明は、上述した第１の発明において、次の構成とされているものである。小物
入れが、差込口に差し込まれた小物を差込口の底面にて下側からあてがえて支える構成と
なっている。
【０００９】
　この第２の発明によれば、差込口に差し込まれた小物を外部に近い位置で支えられるよ
うになるため、小物を脱落させないように安定して支えることができる。
【００１０】
　第３の発明は、上述した第１又は第２の発明において、次の構成とされているものであ
る。小物入れの前側の壁部に、差込口に差し込まれた小物の先端を受け入れる窪みが形成
されている。
【００１１】
　この第３の発明によれば、小物を小物入れの内部により深く差し込めるようになり、小
物をより安定して支えられるようになる。
【００１２】
　第４の発明は、上述した第１から第３のいずれかの発明において、次の構成とされてい
るものである。小物入れの後側の壁部に、差込口に差し込まれた小物の外部に露出する部
位に掛けられて、同部位に小物入れの後側の壁部に引き寄せる方向の弾性的な拘束力を付
与する弾性バンドが設けられている。
【００１３】
　この第４の発明によれば、差込口に差し込んだ小物を、弾性バンドの拘束力によって、
より安定して支えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】実施例１の乗物用シートの概略構成を表した斜視図である。
【図２】図１のII-II線断面図である。
【図３】実施例２の乗物用シートの概略構成を表した斜視図である。
【図４】図３のIV-IV線断面図である。
【図５】実施例３の乗物用シートの要部を拡大して表した斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下に、本発明を実施するための形態について、図面を用いて説明する。
【実施例１】
【００１６】
　始めに、実施例１のシート１（乗物用シート）の構成について、図１～図２を用いて説
明する。本実施例のシート１は、図１に示すように、自動車の前部側座席として構成され
ている。上記シート１は、着座者の背凭れとなるシートバック２と、着座部となるシート
クッション３と、頭凭れとなるヘッドレスト４と、を備えた構成となっている。上記シー
トバック２の背裏部２Ａには、その高さ方向の中央より上側寄りの領域に、図示しない後
部側座席の着座者が使用することのできる小物入れ１０が設けられている。
【００１７】
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　上記小物入れ１０は、シートバック２の背裏部２Ａに、左右と下側の縁に前側に張り出
す庇を有した半容器形状の樹脂板が結合されることで、上方側に開口１０Ａを有した形と
なって形成されている。上記小物入れ１０は、シートバック２の幅方向の略全域に亘って
延びる広い横幅を備えた構成となっている。しかし、上記小物入れ１０は、その前後幅が
狭く、シートバック２の背裏部２Ａからの後方側への張り出しが小さく抑えられた構成と
なっている。
【００１８】
　上記小物入れ１０は、このような構成となっていることにより、その開口１０Ａの横幅
１０Ｗが、雑誌Ｍ等の横幅の広い小物を幅方向に余裕をもって収納することができる幅広
な構成とされている。しかし、上記小物入れ１０の開口１０Ａの前後幅１０Ｌは、上記の
ような雑誌Ｍ等の厚さの薄い小物ならば複数冊重ねて収納することができるが、ペットボ
トルＰ等の直径の嵩張る小物は差し込むことのできない幅狭な構成とされている。なお、
上記小物入れ１０の内部空間１０Ｂは、図２に示すように、上記開口１０Ａから下方側に
向かって寸胴な形に広がる、略同じ広さの構成とされている。
【００１９】
　そこで、上記のような狭い前後幅１０Ｌの開口１０Ａを備えた小物入れ１０であっても
、ペットボトルＰ等の直径の嵩張る小物を差し込んで保持できるよう、小物入れ１０の後
側の壁部１１には、後ろ斜め上方向きに貫通した形の丸孔状の差込口１５が形成されてい
る。上記差込口１５は、ペットボトルＰを後ろ斜め上方側の角度から真っ直ぐに差し込む
ことのできる孔径を有した形状とされている。
【００２０】
　ここで、上記小物入れ１０は、図１～図２に示すように、その内部空間１０Ｂの後ろ壁
を構成する後側の壁部１１と、内部空間１０Ｂの前壁を構成するシートバック２の背裏部
２Ａにより構成された前側の壁部１２と、内部空間１０Ｂの左右の両側壁を構成する左右
の側壁部１３と、内部空間１０Ｂの底壁を構成する底壁部１４と、を有した容器型の形状
となっている。上記小物入れ１０の左右の側壁部１３と底壁部１４とは、それぞれ、上述
した前側の壁部１２を構成するシートバック２の背裏部２Ａに一体的に結合された状態と
されている。
【００２１】
　図２に示すように、上述した小物入れ１０の前側の壁部１２を構成するシートバック２
の背裏部２Ａには、上記小物入れ１０の差込口１５から差し込んだペットボトルＰの先端
を受け入れることができる形に凹んだ窪み１２Ａが形成されている。上記窪み１２Ａは、
差込口１５の上面１５Ａの延長線上に沿って前斜め下方向きに屈曲する傾斜面部１２Ａａ
を有した凹み形状とされている。上記窪み１２Ａの形成により、小物入れ１０は、差込口
１５から差し込んだペットボトルＰの先端を、シートバック２の背裏部２Ａのある位置よ
りも前側に深く差し込めるようになっている。
【００２２】
　上記小物入れ１０は、上記差込口１５から差し込んだペットボトルＰを、小物入れ１０
の底壁部１４に当接させる位置まで深く差し込めるようにする構成となっている。そして
、上記小物入れ１０は、上記差し込んだペットボトルＰを、上述した底壁部１４と、窪み
１２Ａの傾斜面部１２Ａａと、差込口１５の上面１５Ａと、差込口１５の底面１５Ｂと、
に当接させて、斜めに差し込んだ状態に保持するようになっている。上記当接による保持
により、小物入れ１０は、差込口１５から形状の一部が外部に食み出した状態とされるペ
ットボトルＰを、その差し込まれた先端の上下２箇所と差し込まれた途中の上下２箇所と
において、それぞれ、高さ方向に挟み込んだ形にして安定して保持することができるよう
になっている。
【００２３】
　したがって、差込口１５に差し込まれるペットボトルＰの長さが長いものであっても短
いものであっても、その長短に拘らず、ペットボトルＰを小物入れ１０の差込口１５内に
差し込んだ状態に安定して保持することができる。また、差し込まれる小物がペットボト



(5) JP 2016-106969 A 2016.6.20

10

20

30

40

50

ルＰより直径の短いものであっても、そのような小物を深く差し込むことにより、小物を
小物入れ１０の前側の壁部１２と底壁部１４との角部或いは窪み１２Ａの傾斜面部１２Ａ
ａと、差込口１５の底面１５Ｂと、に上下に当接させる形に傾倒させることで、差し込ん
だ小物の自重による傾倒を抑えて脱落を防止した状態に保持することができる。したがっ
て、差込口１５に差し込まれる小物は、ペットボトルＰなどの円筒状のものに限らず、角
筒状のものやそれ以外の形をした長尺物或いは短尺物等、どのようなものであっても構わ
ない。
【００２４】
　図１に示すように、上記差込口１５は、小物入れ１０の後側の壁部１１における幅方向
の中央より右側寄りの領域に形成されている。詳しくは、上記差込口１５は、後側の壁部
１１における略右端の領域に形成されている。このような位置に差込口１５が形成されて
いることにより、小物入れ１０の内部空間１０Ｂに雑誌Ｍ等の横幅の広い小物を開口１０
Ａから差し込んで収納した状態においても、ペットボトルＰ等の小物を差込口１５に差し
込んで保持することができるようになっている。
【００２５】
　なお、差込口１５は、右側寄りではなく左側寄りの領域に形成されていてもよい。或い
は、端寄りではなく中央寄りの領域に形成されていても構わない。但し、その場合には、
雑誌Ｍ等の横幅の広い小物を開口１０Ａから入れた状態での差込口１５の利用は行いにく
くなるが、横幅の狭いものならば、差込口１５の利用に支障を来たさないようにすること
ができる。
【００２６】
　以上をまとめると、本実施例のシート１は次のような構成となっている。すなわち、シ
ートバック２の背裏部２Ａに、後側が壁部（後側の壁部１１）で覆われて周囲（上方側）
に開口１０Ａを持つ形の小物入れ１０が設けられたシート１である。小物入れ１０の後側
の壁部１１に、後ろ斜め上方向きに貫通してペットボトルＰ等の小物を差し込むことので
きる差込口１５が形成されている。
【００２７】
　このように、小物入れ１０の後側の壁部１１に差込口１５が後ろ斜め上方向きに貫通し
た形に形成されることで、この差込口１５を利用して、ペットボトルＰ等の小物を後側か
ら斜めに楽に差し込んだり引き出したりすることが可能となる。特に、差込口１５が、シ
ートバック２の上部寄りの領域に設けられた小物入れ１０の後側の壁部１１に後ろ斜め上
方向きに貫通して形成されていることから、後部側座席の着座者が身体を大きく前に屈ま
せることなく、着座姿勢からの姿勢変化の少ない楽な姿勢で、ペットボトルＰ等の小物を
差込口１５に対して出し入れすることができる。
【００２８】
　上記差込口１５は、小物入れ１０の後側の壁部１１に形成されることから、その口径を
広げても、小物入れ１０を大型化させることがない。したがって、この差込口１５を用い
ることで、小物入れ１０を大型化することなく、ペットボトルＰ等の直径の嵩張る小物を
差し込めるようにすることができる。
【００２９】
　また、小物入れ１０は、差込口１５に差し込まれたペットボトルＰ等の小物を差込口１
５の底面１５Ｂにて下側からあてがえて支える構成となっている。このような構成となっ
ていることにより、差込口１５に差し込まれたペットボトルＰ等の小物を外部に近い位置
で支えられるようになるため、ペットボトルＰ等の小物を脱落させないように安定して支
えることができる。
【００３０】
　また、小物入れ１０の前側の壁部１２に、差込口１５に差し込まれたペットボトルＰ等
の小物の先端を受け入れる窪み１２Ａが形成されている。このような構成となっているこ
とにより、ペットボトルＰ等の小物を小物入れ１０の内部により深く差し込めるようにな
るため、ペットボトルＰ等の小物をより安定して支えられるようになる。



(6) JP 2016-106969 A 2016.6.20

10

20

30

40

50

【実施例２】
【００３１】
　続いて、実施例２のシート１（乗物用シート）の構成について、図３～図４を用いて説
明する。なお、本実施例では、実施例１で説明したシート１と実質的な構成が同じとなっ
ている箇所については、これらと同一の符号を付して説明を省略し、異なる箇所について
異なる符号を付して詳しく説明することとする。
【００３２】
　本実施例では、小物入れ１０の後側の壁部１１に、差込口１５に差し込んだペットボト
ルＰ等の小物に引掛けて小物を固定することのできるゴムバンド１６が設けられている。
ここで、上記ゴムバンド１６が本発明の「弾性バンド」に相当する。上記ゴムバンド１６
は、差込口１５の高さ方向の中間部を幅方向に横切る形で設けられており、その一端と他
端とが、それぞれ、差込口１５を左右に越えたところで後側の壁部１１に一体的に結合さ
れた状態とされている。上記ゴムバンド１６は、上記差込口１５に跨る中央部位を後側に
引っ張ることにより、差込口１５の開口１０Ａを広げ、引っ張りを戻すことにより、その
弾性復元力によって差込口１５の中間部に張られた状態に戻されるようになっている。
【００３３】
　上記ゴムバンド１６は、差込口１５にペットボトルＰ等の小物を差し込む際に差込口１
５を広げるために後側に引っ張られ、差込口１５にペットボトルＰ等の小物を差し込んで
からその引っ張りが戻されることにより、差込口１５に差し込んだペットボトルＰ等の小
物の外部に露出する部位に掛けられて、同部位に後側の壁部１１に引き寄せる方向（前方
向）の弾性的な拘束力を付与した状態となる。この拘束力により、差込口１５に差し込ま
れたペットボトルＰ等の小物が、小物入れ１０の底壁部１４や前側の壁部１２、或いは差
込口１５の上面１５Ａに押し当てられた状態となり、差込口１５に差し込まれた状態に安
定して保持されるようになる。
【００３４】
　以上をまとめると、本実施例のシート１は次のような構成となっている。すなわち、小
物入れ１０の後側の壁部１１に、差込口１５に差し込まれたペットボトルＰ等の小物の外
部に露出する部位に掛けられて、同部位に小物入れ１０の後側の壁部１１に引き寄せる方
向の弾性的な拘束力を付与するゴムバンド１６（弾性バンド）が設けられている。このよ
うな構成となっていることにより、差込口１５に差し込んだペットボトルＰ等の小物を、
ゴムバンド１６の拘束力によって、より安定して支えることができる。なお、ゴムバンド
１６は、差込口１５に跨ることなく、差込口１５を上側に越えた領域に幅方向に横切る形
に設けられていてもよい。また、ゴムバンド１６は、必ずしも張った状態で設けられてい
なくても良く、ペットボトルＰ等の小物に掛けられる際に拘束力を発揮可能な状態に張る
程度に設けられていればよい。
【実施例３】
【００３５】
　続いて、実施例３のシート１（乗物用シート）の構成について、図５を用いて説明する
。なお、本実施例では、実施例１で説明したシート１と実質的な構成が同じとなっている
箇所については、これらと同一の符号を付して説明を省略し、異なる箇所について異なる
符号を付して詳しく説明することとする。
【００３６】
　本実施例では、差込口１７が、スマートフォンＳ等の板状の小物を差し込むことを想定
した横長状の孔形状に形成されている。上記差込口１７も、小物入れ１０の後側の壁部１
１において、後ろ斜め上方向きに貫通した形に形成されている。上記差込口１７は、その
横長状の孔形状の中央部分に、孔形状が丸孔状に広がった丸孔部１７Ａが形成された構成
となっている。この丸孔部１７Ａは、差込口１７にスマートフォンＳ等の小物を差し込ん
だ後に取り出す際に、その取り出す指（親指と人差し指など）を差し込んでスマートフォ
ンＳ等の小物を掴みやすくするための指入れ孔として機能するものとなっている。
【００３７】
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　差込口１７をこのような指入れ性の良い形状とすることにより、差込口１７から外部に
露出する形状の少ない短尺な小物を差込口１７に差し込んだり引き抜いたりする場合でも
、これらの作業を簡便に行うことができる。また、中央の丸孔部１７Ａは、筆記具等の比
較的細径の小物を差し込むための孔として機能するようになっていてもよい。
【００３８】
　以上、本発明の実施形態を３つの実施例を用いて説明したが、本発明は上記実施例のほ
か各種の形態で実施することができるものである。例えば、本発明の「乗物用シート」は
、鉄道等の自動車以外の車両や、航空機、船舶等の種々の乗物に供されるシートにも広く
適用することができるものである。
【００３９】
　また、小物入れは、シートバックの背裏部において後側が壁部で覆われて周囲に開口を
持つポケット型の形とされたものであればよく、左右のどちらか（或いは両側）に開口を
有する形状とされたものであってもよい。また、小物入れは、シートバックの背裏部に設
けられたものであればよく、必ずしもシートバックと一体的な関係となっていなくてもよ
い。すなわち、小物入れは、シートバックがリクライニング可能な構成となっているもの
において、シートクッションと一体的な関係となるように設けられていて、シートバック
の背凭れ角度が変わっても、その配設位置が変化しない構成とされたものであってもよい
。これにより、後部側座席の着座者が常に同じ角度から小物入れを使用することが可能と
なる。
【００４０】
　また、差込口は、丸孔状に限らず、多角形の孔形状や楕円形状など、種々の形から成る
ものであればよい。また、差込口に差し込んだ小物の保持は、差込口の底面で下側からあ
てがえることなく、差し込んだ先の小物入れの底壁部や前側の壁部等の箇所に小物を嵌合
させられる構造を設けて行うようにしてもよい。また、差込口は、小物入れの後側の壁部
の複数箇所に形成されていてもよい。また、小物入れは、シートバックの高さ方向の中央
より上側寄りの領域に限らず、中央寄りの領域や下側寄りの領域に設けられていてもよい
。
【００４１】
　また、小物入れの前側の壁部に形成される、差込口に差し込まれた小物の先端を受け入
れる窪みは、差込口の内周面の延長線上に沿った傾斜面部を有した形に限らず、段差状に
凹んだものであってもよい。また、差込口に差し込んだ小物を保持する弾性バンドとして
、バネ材から成るバンドを用いてもよい。また、差込口に差し込んだ小物を保持する手段
としては、上述した弾性バンド以外にも、弾性を有しない帯材やフック等、小物の外部に
露出する部位に掛けられることで小物を保持可能な種々の保持部材を適用することができ
る。
【符号の説明】
【００４２】
　１　　　シート（乗物用シート）
　２　　　シートバック
　２Ａ　　背裏部
　３　　　シートクッション
　４　　　ヘッドレスト
　１０　　小物入れ
　１０Ａ　開口
　１０Ｂ　内部空間
　１０Ｗ　横幅
　１０Ｌ　前後幅
　１１　　後側の壁部
　１２　　前側の壁部
　１２Ａ　窪み
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　１２Ａａ　傾斜面部
　１３　　側壁部
　１４　　底壁部
　１５　　差込口
　１５Ａ　上面
　１５Ｂ　底面
　１６　　ゴムバンド
　１７　　差込口
　１７Ａ　丸孔部
　Ｐ　　　ペットボトル（小物）
　Ｍ　　　雑誌
　Ｓ　　　スマートフォン
                                                                                

【図１】 【図２】
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